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江
戸
時
代
は
医
薬
は
専
ら
漢
方
で
あ
り
、
薬
の
原
料
と
な
る

草
根
木
皮
な
ど
の
鑑
別
は
非
常
に
難
し
か
っ
た
の
で
、
幕
府
は

鑑
別
の
技
術
を
持
つ
大
坂
薬
種
中
買
仲
間
に
責
任
を
持
た
せ
、

そ
の
代
わ
り
、
一
手
販
売
の
特
権
を
与
え
た
。
享
保
七
年
（
一

七
二
二
）
道
修
町
薬
種
屋
が
唐
薬
種
の
一
手
販
売
を
許
さ
れ
た
。

奉
行
が
交
代
し
て
も
こ
の
文
書
を
根
拠
に
仲
間
の
特
権
を
主
張

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

薬
の
町
、
道
修
町
に
は
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
薬
種
を
扱
う

業
者
が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。
大
阪
道
修
町
に
は
、
江
戸

時
代
中
期
か
ら
昭
和
二
○
年
ま
で
薬
業
仲
間
の
寄
合
所
で
大
切

に
保
存
さ
れ
て
き
た
約
三
三
○
○
○
点
に
及
ぶ
膨
大
な
一
括
文

書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
文
で
は
こ
れ
ら
を
参
照
し
て
解
析
し

て
み
た
い
。

最
古
の
資
料
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
の
「
薬
種
御
改
指

29

大
坂
薬
種
中
買
仲
間
と
唐
薬
の
江
戸
流
通

羽
生
和
子

関
西
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

上
申
一
札
控
帳
」
に
遡
る
。
こ
れ
は
偽
薬
取
締
り
つ
き
道
修
町

の
薬
種
屋
三
三
人
が
奉
行
所
に
提
出
し
た
連
印
帳
の
写
し
で
、

道
修
町
に
薬
種
屋
の
同
業
仲
間
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
道
修
町
で
は
古
く
か
ら
唐
薬
を
扱
っ
て
い
た
。
江

戸
時
代
は
鎖
国
の
た
め
長
崎
が
貿
易
の
唯
一
の
窓
口
で
あ
り
、

唐
薬
は
「
本
商
人
」
と
呼
ば
れ
る
入
札
権
を
持
つ
商
人
が
長
崎

で
買
い
つ
け
た
。
こ
の
本
商
人
か
ら
大
坂
の
唐
薬
問
屋
に
送
ら

れ
る
、
唐
薬
問
屋
は
道
修
町
の
薬
種
中
買
仲
間
に
連
絡
を
取
り
、

こ
れ
ら
の
唐
薬
の
買
い
付
け
を
依
頼
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

た
。

唐
薬
問
屋
は
自
己
資
金
で
商
品
の
取
引
を
し
な
い
斡
旋
機
関

の
よ
う
な
荷
受
問
屋
で
あ
っ
た
。
道
修
町
の
薬
種
中
買
仲
間
は
、

共
同
で
品
質
を
調
べ
、
価
格
を
考
え
、
値
決
め
を
行
っ
て
か
ら

買
取
り
、
荷
直
し
や
封
紙
を
し
て
全
国
に
卸
販
売
し
た
。
薬
種

中
買
仲
間
は
唐
薬
問
屋
か
ら
の
実
質
的
な
独
占
購
入
権
を
持
つ
、

仕
入
れ
問
屋
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
薬
種
中
買
仲
間
は
薬
種

の
真
偽
を
吟
味
し
、
斤
目
（
目
方
）
を
改
め
る
検
査
機
能
も
持

っ
て
い
た
。

薬
種
中
買
仲
間
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
、
古
く
か
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ら
唐
薬
種
を
取
り
扱
っ
て
い
る
道
修
町
薬
種
屋
仲
間
一
二
四
軒

が
株
仲
間
と
し
て
、
幕
府
か
ら
公
認
さ
れ
た
。
同
年
、
江
戸
、

駿
府
、
京
都
、
大
坂
、
堺
に
「
和
薬
種
改
会
所
」
が
設
け
ら
れ

た
。
そ
の
時
、
道
修
町
薬
種
屋
仲
間
が
大
坂
の
改
会
所
の
運
営

を
命
じ
ら
れ
、
代
表
と
し
て
伏
見
屋
市
左
衛
門
、
福
嶋
屋
吉
兵

衛
の
二
名
が
、
江
戸
へ
下
向
し
た
時
の
文
書
が
「
仲
間
最
初
書
」

〔
乾
〕
〔
坤
〕
の
二
冊
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
享
保
七
年
八
月

御
改
覚
「
和
薬
種
六
ケ
条
」
に
よ
る
と
、
今
後
も
通
用
が
認
め

ら
れ
た
和
薬
種
、
偽
物
と
し
て
通
用
が
禁
止
さ
れ
た
和
薬
種
、

真
物
で
は
な
い
が
、
薬
効
が
あ
る
の
で
、
認
め
ら
れ
た
和
薬
種
、

異
な
る
名
称
に
改
め
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
和
薬
種
名
な
ど
三

三
品
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
和
薬
種
の
真
偽
は
真
物
の

唐
薬
種
と
比
較
し
て
の
こ
と
で
、
そ
れ
程
唐
薬
種
が
当
時
は
貴

重
な
物
で
薬
種
の
基
準
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の

で
あ
る
。
株
仲
間
公
認
後
二
十
七
年
経
っ
た
寛
延
二
年
（
一
七

四
九
）
に
『
三
方
申
合
條
目
」
と
い
う
重
要
な
古
文
書
が
あ
る
。

江
戸
売
買
二
○
六
○
○
二
「
江
戸
下
し
海
陸
荷
物
書
上
一

件
（
壱
番
こ
（
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
十
月
二
十
五
日
よ
り

宝
暦
八
年
二
七
五
八
）
五
月
二
十
七
日
ま
で
）
、
江
戸
売
買

（
一
○
六
○
○
二
）
「
江
戸
下
し
海
陸
荷
物
書
上
一
件
（
弐
番
こ

（
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
六
月
よ
り
宝
暦
九
年
二
七
五
九
）

五
月
二
十
六
日
ま
で
）
、
上
記
二
冊
に
は
江
戸
時
代
（
宝
暦
六
～

九
年
）
の
唐
薬
の
品
目
、
数
量
、
荷
出
入
、
荷
受
人
、
日
付
、

輸
送
手
段
が
克
明
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
修
町
文
書
は

宝
暦
七
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
は
「
大
坂
薬
種
業
紙
」
に
活
字

化
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。
そ
れ

を
今
回
最
後
ま
で
活
字
化
し
た
の
で
、
以
後
、
江
戸
時
代
の
唐

薬
の
流
通
に
関
す
る
研
究
の
一
助
に
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ

る
。


